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はじめに

はじめに
経済活動の活発化に伴い、金融市場の規模は拡大し金融市場のメカ
ニズムに関する研究の重要性が増している。しかし、金融市場は複
雑な要因がからみあっているため全容を明らかにすることは困難で
ある。

図 1: 円高円安と企業の関係
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先行研究

分析手法
市場から得られる情報をもとに、分析を行い市場の傾向を把握
することで今後の動きを予測する手法。
ソーシャルメディアを実世界の射影と捉え、それらから得られ
る情報から市場の観測や予測を行う手法。
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進捗状況

進捗状況
tick-data.pyの修正.

時間足による結果の違いの確認
現在のプログラムで望むような結果が得られないので収支的に
もプラスになるような方法の発見
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tickデータ

問題点
tickデータのサイズが大きくなったことで、プログラムが tick
データに書き込みを行う途中でプログラムを停止すると tick
データの中身が全部消えてしまう.

上記のような状態でプログラムを再び動かすとエラーが出てし
まう。

修正した点
tickデータの中身が消えてしまった状態でも、エラーを出すこ
となくプログラムが動くように修正
tickデータが消えてしまった場合のための、バックアップの保存
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各時間足の結果

時間足による違いによる結果の違いがどれだけあるのかという確認
を行った。

図 2: 時間足による結果の違い
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まとめ

まとめ
tick-data.pyの修正をすることで、tickデータが消えた場合もエ
ラー無く動くようになった。
使用する時間足が長くなるほど、マイナス額の幅が小さくなる
ことが分かった。
今までは１０秒、３０秒のように短い時間足を主に使用してき
たが、今回の結果を受け長期の時間足を用いた方がよいことが
分かった。
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